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コールセンター

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
仕
事

に
興
味
が
あ
り
、
全
日
程
受

講
で
き
る
か
た
が
対
象
で

す
。
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
業
務

に
関
す
る
実
技
を
中
心
と
し

た
講
座
で
す
。
受
講
無
料
。

定
員
各
20
人
。
託
児
あ
り
。

な
お
、
来
年
一
月
以
降
も

同
様
の
講
座
を
順
次
開
催
す

る
予
定
で
す
。

日時

①
11
月
29
日
(月)
〜
12
月
２
日
(木)

②
12
月
６
日
(月)
〜
９
日
(木)

③
12
月
13
日
(月)
〜
16
日
(木)

い
ず
れ
も

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

講義内容

１
日
目
▼「
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
」「
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー
」
を
知
る

２
日
目
▼
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー
の
基

本
ス
キ
ル
を
学
ぶ

３
日
目
▼
基
本
ス
キ
ル
を
生
か
し
た

応
対
を
学
ぶ

４
日
目
▼
プ
ロ
と
し
て
の
ス
キ
ル
を

磨
く

会場

ア
ル
ヴ
ェ
４
階

秋
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
込
用

紙
を
入
手
し
、
11
月
19
日
(金)
ま
で
メ

ー
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.city.akita.akita.jp/

メ
ー
ル
で
申
し
込
み
で
き
な
い
か
た

は
、
工
業
労
政
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。tel (

８
６
６)

２
１
１
４

将
来
一
、
二
〇
〇
人
！
の
雇
用
計
画

大
規
模
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を
誘
致

秋田進出の協定書調印後握手する、左から寺田県知事、
日本興亜損害保険(株)・松澤社長、佐竹市長

秋
田
県
と
秋
田
市
が
誘
致
を
進
め
て
い

た
損
害
保
険
会
社
大
手
の
日
本
興
亜
損
害

保
険
(株)(

本
社
東
京
都)

が
、
大
型
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
「(

仮
称)

Ｃ
Ｒ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
」
を

新
屋
の
西
部
工
業
団
地
に
建
設
す
る
こ
と

が
決
定
し
ま
し
た
。

操
業
開
始
は
平
成
十
八
年
四
月
で
、
操

業
時
は
約
二
百
九
十
人
を
新
規
採
用
す
る

予
定
で
す
。
そ
の
後
、
平
成
二
十
二
年
度

ま
で
に
、
千
二
百
人
に
雇
用
を
拡
大
す
る

計
画
が
あ
り
、
地
元
採
用
の
受
け
皿
と
し

て
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

「
Ｃ
Ｒ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
」
の
初
期
投
資
額

は
約
三
十
億
円
。
損
保
業
界
で
は
国
内
最

大
規
模
の
施
設
と
な
り
ま
す
。
お
も
な
業

務
は
、
全
国
か
ら
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
寄
せ
ら
れ
る
保
険
契
約
の
満
期
・
更
新

の
問
い
合
わ
せ
や
事
故
発
生
時
の
加
入
者

か
ら
の
連
絡
に
対
応
す
る
こ
と
な
ど
。
市

で
は
西
部
工
業
団
地
の
事
業
用
地
の
貸
付

を
行
う
ほ
か
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ

フ
の
養
成
講
座
も
開
き(

下
記
参
照)

、
事
業

が
円
滑
に
始
め
ら
れ
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

「
Ｃ
Ｒ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
」
の
進
出
に
よ
り
、

市
内
に
誘
致
し
た
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
は
四

社
に
な
り
ま
し
た
。
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の

よ
う
な
情
報
通
信
系
事
業
の
進
出
は
、
若

年
層
を
中
心
と
し
た
大
き
な
雇
用
効
果
を

も
た
ら
し
、
地
域
経
済
を
活
性
化
さ
せ
る

こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

市
で
は
、
誘
致
し
た
企
業
が
長
く
地
域

に
根
付
く
よ
う
、
人
材
育
成
な
ど
の
取
り

組
み
を
進
め
、
地
域
が
も
っ
と
元
気
に
な

る
よ
う
な
産
業
の
振
興
を
積
極
的
に
進
め

て
い
き
ま
す
。

工
業
労
政
課tel (

８
６
６)

２
１
１
４

申し込み

日本興亜損害保険(株)のカスタマーセンター
(さいたま市)

企業内託児所で
働くママを応援

保育時間は夜10時まで。残業でも安心

スタッフ養成講座

秋田県と秋田市が誘致し、昨年
10月に西部工業団地で操業を始め
た(株)プレステージ・インターナシ
ョナル・秋田BPOセンターに、託児
所「オランジェリー(オレンジ畑)」
が開所しました。
民間企業では秋田市初の企業内

託児所であり、特に女性従業員に
とっては、子育てのために退職す
ることなく、長く仕事ができる環
境が整えられました。
仕事も子育ても頑張るママを応

援する。そんな職場がもっと増え
るといいですね。

※
受
講
す
る
こ
と
で
、
雇
用
が
約
束
さ
れ
る
講

座
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。



十
月
二
十
三
・
二
十
四
日
、
ア
ル
ヴ
ェ
で
市

民
活
動
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
か
れ
ま
し
た
。

二
十
四
日
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
は
市
民
十

二
人
が
参
加
。
市
職
員
と
の
混
成
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
、
講
師
の
世
古
一
穂
さ
ん(

Ｎ
Ｐ
Ｏ
研

修
・
情
報
セ
ン
タ
ー
代
表
理
事)

の
助
言
の
も

と
、
協
働
を
進
め
て
い
く
上
で
の
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
ト
の
手
法
な
ど
を
体
験

し
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
大
事

な
の
は
、
自
分
の
意
見
を

し
っ
か
り
持
ち
、
人
の
意

見
を
き
ち
ん
と
知
る
こ

と
」
な
ど
の
声
も
。
協
働

作
業
の
基
本
は
こ
こ
に
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

親
し
み
の
あ
る
道
路
環
境
づ
く
り
の
た

め
、
新
た
に
左
記
の
二
つ
の
通
り
に
愛
称
が

つ
き
ま
し
た
。
百
九
十
五
件
の
応
募
の
中
か

ら
選
ば
れ
た
も
の
で
す
。
た
く
さ
ん
の
ご
応

募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

都
市
総
務
課tel (

８
６
６)

２
３
３
２

右から「泉いちょう通り」とつけた
保坂征勇さん、松葉谷助役、「茶町
通り」とつけた岡本弥奈子さん

※同じ愛称の応募者が複数いたた　
め、抽選により上記のかたに表
彰状を贈呈しました。

区間 新国道交差点(泉字登
木の「紳士服のコナカ」角)～
保戸野学園通りとの交差点
(「焼肉レストラン南山」角)

愛称 泉いちょう通り

区間 大町の秋田ニュー
シティビル・ミスタード
ーナツ～お茶の繁田園～
那波紙店

愛称 茶町通り

毎
日
通
る
道
に

愛
称
を
つ
け
ま
し
た

秋
田
に
は
四
年
前
に
や
っ

て
き
ま
し
た
。
子
ど
も
に
は
、

小
さ
い
う
ち
に
い
ろ
い
ろ
な

体
験
を
さ
せ
て
あ
げ
た
い

し
、
転
勤
が
多
く
、
そ
の
土

地
に
思
い
出
を
残
し
た
い
と

思
っ
て
参
加
し
ま
し
た

(

香
絵
さ
ん)

風
が
強
か
っ
た
け
ど
、
楽

し
か
っ
た
。
シ
ャ
ベ
ル
も
重

く
な
か
っ
た
よ
。
大
き
く
育

っ
て
く
れ
る
と
い
い
な

(
一
樹
く
ん)

秋田に思い出を
残したい

地
元
農
家
の

朝
採
り
野
菜
が
大
人
気
！

農
林
商
工
フ
ェ
ア
盛
大
に

十
月
二
十
三
・
二
十
四
日
、
市
立
体
育

館
で
農
林
商
工
フ
ェ
ア
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

秋
田
の
特
産
品
即
売
や
産
業
紹
介
の
ほ

か
、
河
辺
町
、
雄
和
町
、
茨
城
県
の
有
縁

市
町
村
の
物
産
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ら
れ
、

両
日
た
く
さ
ん
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

特
に
、
地
元
農
家
に
よ
る
産
直
コ
ー
ナ

ー
に
は
、
開
場
と
同
時
に
朝
採
り
野
菜
を

買
い
求
め
る
人
が
押
し
寄
せ
、
農
産
物
が

次
々
と
完
売
。
台
風
な
ど
の
影
響
で
野
菜

高
値
が
続
く
中
、
秋
田
の
「
食
」
の
恵
み
を

実
感
す
る
二
日
間
に
も
な
り
ま
し
た
。

植樹に参加した

小路
こ う じ

香絵さん・一樹くん　

“飛ぶように売れる”とはまさにこのこと

活発に意見を交換

三
〇
〇
〇
本
の
緑
が

歴
史
を
未
来
へ
つ
な
ぐ

「
常
陸
の
森
」
に
記
念
植
樹

十
月
二
十
三
日
、
浜
田
森
林
公
園
奥
に
造

成
中
の
「
市
民
の
森
」
の
一
角
で
、
建
都
四

百
年
を
記
念
し
た
植
樹
を
行
い
ま
し
た
。

茨
城
県
か
ら
佐
竹
氏
の
縁
で
つ
な
が
る
常

陸
太
田
市
、
金
砂
郷
町
、
水
府
村
、
里
美
村
、

大
子
町
の
み
な
さ
ん
が
参
加
し
、
約
百
二
十

人
の
秋
田
市
民
と
一
緒
に
、
ケ
ヤ
キ
や
ヤ
マ

ブ
キ
な
ど
各
市
町
村
の
木
と
花
、
約
四
百
本

を
植
え
ま
し
た
。

こ
こ
は
「
常
陸
の
森
」
と
名
付
け
、
こ
れ
か

ら
約
三
千
本
の
苗
木
を
植
え
る
予
定
で
す
。
建

都
四
百
年
の
歴
史
的
つ
な
が
り
が
、
色
濃
い
緑

と
な
り
、未
来
に
向
か
っ
て
大
き
く
育
ち
ま
す
。

歴史が緑となって大きくなります

協
働
を
進
め
る
た
め

の
下
地
づ
く
り

行
政
と
一
緒
に
学
ぶ
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